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研究成果の概要（和文）： スピンを分離して電子状態を測定するスピン分解光電子分光法は従

来のスピン分析法が非常に非効率であったため，測定に長時間かかるにも関わらずエネルギー、

角度分解能を落として測定せざるを得なかった。そのためこれを用いた物質の磁性研究は必ず

しも十分行えていなかった。本研究では新しく高効率のスピン分析器を開発し、その検出効率

は従来の１００倍に向上し、エネルギー角度分解能を格段に上げたスピン・角度分解光電子分

光測定が可能となった。 
 
研究成果の概要（英文）：So far, spin-resolved photoemission measurement was very time 
consuming method because of the very low efficiency of the spin detector. Thus, the 
spin-resolved photoemission measurement with high energy- and angular-resolutions was 
impossible. In this project we have developed a new high-efficient spin-detector and 
combined with high-resolution photoelectron analyzer. More than 100 times higher 
efficiency has been achieved and the spin-resolved photoemission measurement with quite 
high energy- and angular resolutions has been realized. 
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研究分野：表面物性 
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１．研究開始当初の背景 
(1)スピン分解光電子分光法は通常の角度分
解光電子分光法に比べて１００００倍も効
率が悪く、高分解能での観測が非常に難しか

った。 
(2)これまで普及している Mott 型スピン検出
器とは異なる高効率のスピン検出法は報告
されているが、大きな欠点が有りその実際の



利用は困難であった。 
(3)1999 年に、この欠点を克服する可能性を
示す方法がイタリアのグループから報告が
された。そのため我々は、この方法を用いて
新たなスピン検出器を作成すれば高分解能
スピン分解光電子分光を実現できる可能性
があると考え本研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
新しいタイプのスピン検出器を開発し、既存
の高分解能スピン“非”分解光電子分光装置
と組み合わせることにより、高効率、高分解
能のスピン・角度分解光電子分光装置を開発
し，表面スピン、表面磁性の研究を推進する。 
 
３．研究の方法 
研究はおよそ以下の様な手順で行った。 
(1)新型装置の心臓部である高効率スピン検
出器の開発を行い、性能評価を行う。 
(2)面内のみならず面直のスピンも検出でき
るように装置の改良、改造を行う。 
(3)更なる高効率化を目指し、最適なターゲ
ットの作成技術の確立や新しいターゲット
の探索を行う． 
(4)スピンの３次元解析に向けて引き続き装
置の改良、改造を行うとともに、完成した装
置を用いて表面磁性、表面スピン電子物性の
研究を遂行する。 
 
４．研究成果 
本研究の結果、従来の１００倍という大変高
い検出効率を具備したスピン・角度分解光電
子分光装置が完成した。これまでにも高効率
の検出器の報告が有ったが，本装置では用い
るターゲット材料を最適化することにより
長時間にわたって安定に測定が行えるよう
になり、初めて実用的な高効率スピン分解光
電子分光装置が完成したことになる。またこ
の高効率を利用することにより従来は難し
かった高エネルギー・角度分解能でのスピン
分解光電子分光が可能となり、表面磁性、ス
ピン電子物性の研究に大きな進展が得られ
るようになった。その結果を次項に示すよう
に多数の学会や学術誌において発表した。本
装置の与えるインパクトは国内のみならず
海外でも大きく、海外からも様々な反響が有
った． 
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